
 

淡路でございます。日頃より千葉銀行をカバーしていただきまして、誠にありがとうございます。

それでは、資料に基づいて説明いたします。 
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まず、業績概要です。第 1 四半期は、資金利益が前年同期に比べて 52 億円増加し、トップライン

の業務粗利益は 48 億円増加の 510 億円となり、第 1 四半期として 2 年連続で過去最高を更新しま

した。 

経費は 12 億円増加しましたが、人的資本投資や戦略的投資によるものであり、計画どおりです。 

与信関係費用は 20 億円の計上となりましたが、不良債権比率は 0.90%と低水準を維持しておりま

す。 

これらの結果、四半期純利益は単体が過去最高の 235 億円となり、通期計画に対する進捗率は

35.1%、連結は 4 期連続増益の 200 億円となり、進捗率は 29.4%と、いずれも順調に推移していま

す。 
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資金利益です。全体で 52 億円増加しました。国内部門は、右下のグラフのとおり、利回り要因が

プラスに転じ、貸出金利息が 17 億円の増加となったほか、左の表のその他に含まれる日銀預け金

利息が 9 億円増加しました。 

国際部門は、貸出金利息の増加や外債の利ざやの改善により、前年同期比 19 億円の増加となりま

した。 
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左側の折れ線グラフは、国内業務部門の貸出金の利回りです。前年同期比で 2 ベーシス改善してお

ります。 
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左側のグラフをご覧ください。貸出金末残です。貸出金は前年同期末に比べ 5,900 億円増加し、12

兆 9,000 億円となりました。増加率は、4.8%です。中小企業向け・大企業向けともに貸出が順調

に増加したほか、住宅ローンや消費者ローンも増加しています。 

右上のグラフでお示ししたエリア別では、県外で大きく伸ばしております。右下のグラフの預金で

も、個人・法人預金ともに順調に増加しており、全体で 5,100 億円増加し、16 兆円となりまし

た。増加率は 3.2%です。 
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有価証券です。左側のグラフのとおり、引き続きリスクを抑えた運用を行っています。残高は、3

兆円あります。今期は、金利上昇の状況を見極めながら慎重に円債を積み増す方針であり、国債を

中心に残高が増加しています。 

また、右側の有価証券関連損益は、純投資株式の売却を進めたことで、株式等の売却益が前年同期

に比べて 19 億円増加しました。 
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左側は、その他有価証券の金利スワップによるヘッジ勘案後の評価損益です。1,960 億円と、引き

続き大きくプラスを維持しています。 
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左側の表の役務取引等利益は、キャッシュレスや法人ソリューション関連の増加によって、全体で

は前年同期に比べて 7 億円の増加となりました。 
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預かり資産です。左上の預かり資産関連収益は、2 億円の減少となっております。しかし、投資信

託の販売額は前年同期に比べてプラスに反転しているほか、左上の折れ線グラフのストック収益比

率は、前年同期の 56%から 60%に上昇しています。 

また、右上のグループ全体の預かり資産残高は、3 月末に比べて 2%増加しております。FD や活動

量を重視した営業活動を徹底する中、1 日当たりの顧客面談数は増加しており、お客様への理解が

深まる中、足元では成約率も徐々に上昇しています。 

今後も、中計で掲げたパーパスやビジョンを全ての判断軸として、お客様本位の姿勢を徹底してま

いります。 
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キャッシュレス事業は、右側中段のグラフの加盟店数、またその下の会員数ともに着実に増加して

おり、取扱高も拡大しています。 

本体事業の利益は 4.9 億円の増益、グループ合計の利益は 2.8 億円の増益となりました。 
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与信関係費用です。左上の通り、前年同期に比べ 18 億円の増加となりました。新規発生は 12 億

円増加しており、インフレや物価の上昇、人手不足などの環境変化の中、引き続き取引先に対する

伴走支援を徹底してまいります。 

不良債権比率は 0.90%に低下しており、地銀トップレベルの健全性を維持しています。 
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左上の経費は、中計で掲げた戦略的投資や人的資本投資を強化したことなどにより、物件費・人件

費ともに増加し、全体で 12 億円の増加となりました。年度計画 885 億円に対して進捗率は 25.2%

で、計画どおりの進捗です。 

経費を上回るトップラインの増加が実現できていることから、連結 OHR は約 45%となっていま

す。 
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左上に記載のとおり、CET1 比率は 15.91%となりました。この数値を、有価証券評価差額金を除

いたバーゼルⅢ最終化完全実施ベースの水準で試算すると、12.08%となります。 

ターゲットとする 10.5%から 11.5%のレンジを上回っており、今後さらなるリスクアセットの積み

増しや、インオーガニック投資、DX 投資などの成長投資を進めるほか、還元のさらなる強化を検

討してまいります。 
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続いて、足元のトピックについてお話しします。 

先週の政策金利変更を踏まえ、改めて金利上昇シミュレーションを実施しました。2025 年 3 月の

追加利上げを見込んだものがシナリオ 1、さらに 2025 年 7 月の追加利上げを見込んだものが隣の

シナリオ 2 です。 

2024 年 3 月期の資金利益の実績に対して、シナリオ 1 では、赤くなっておりますが、中計最終年

度 177 億円、右側のシナリオ 2 では、210 億円の増収効果があるものと見込んでおります。 

5 月の決算説明会でお示した数値から変更がありますが、シミュレーション上の短期プライムレー

トの引き上げ幅を見直したほか、日銀当座預金について、特別付利などの剝落による影響を加味し

たことなどが主な要因です。 
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ここからは、第 1 四半期における貸出金利の上昇について補足説明します。 

まず、事業性貸出について左上のグラフをご覧ください。第 1 四半期では、ボリューム要因に加

え、利回り要因もプラスに働いています。 

利回り改善の主な要因は、右側に記載した 2 点です。まず上段、固定金利貸出の期日到来による約

定レートの上昇です。市場金利が上昇傾向にある中、固定金利の期日到来時のきめ細かい金利交渉

によって、市場金利上昇幅に対する約定金利の上昇割合である追随率は大きく上昇しました。 

その下の市場連動貸出については、参照金利である TIBOR が今年 2 月以降大きく上昇しており、

市場連動貸出の平均貸出金利も連動して上昇しています。市場連動貸出残高は約 2.4 兆円ですが、

2 月以降の貸出金利は 0.16%上昇しており、年換算では約 38 億円の金利収入の増加効果となって

います。 
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左のグラフのとおり、ローン全体では年々利回り要因のマイナスが縮小しており、住宅ローンや無

担保ローンのボリューム効果によって、資金利益は増加しています。 

中でも、右下の無担保ローンの着実な増加が資金利益の増加に寄与しています。引き続き、非対面

のアプリ内ローン「Ｏｎｅローン」のご提案などを通じて、残高を伸ばしてまいります。 

政策金利見直しを踏まえて、9 月 2 日より短期プライムレートを 0.15%引き上げることを先ほどリ

リースしております。これによって、住宅ローンを中心としたプライム貸出の改善が見込まれるも

のと考えております。 

私からの説明は以上です。 
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